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よみがえる滝山城 

ＮＰＯ法人 滝山城跡群・自然と歴史を守る会 

会報 第１０号    平成２６年２月１日発行 

  

 

八王子市加住小中学校・中学部１年生の滝山城跡見学会のガイド（11/１実施）の感想文の一部です。 

・印象に残ったのは歩いているときです。ぜんぜん聞いたことのない土橋や堀も実物を見るとなんとなく

わかってきました。わざわざ遠回りをして一つ一つ丁寧に教えて下さってすごくわかりやすかったです。 

・印象に残ったのは、べんてん池です。前の日に雨が降っていたので水が流れていました。しかもその水

をのむことができるということにびっくりしました。 

・印象に残っているのは空堀についてです。深さはもちろん、木や草が一本もはえていなく、つるつるに

なっているなど、いろいろな上がりにくくなっているようそがあります。 

・印象に残ったのは人がとおる道のことです。滝山城の道がちゃんとしくまれていたことです。 

・「昔はここより２メートルも深かったんだよ」、「昔はこんなに木が生えていなかったんだよ」など、いろ

いろなことに「昔は」とついていて、今自分達はなにも守れていないのか、守っていなのかがわかった

ことです。 

１．定例活動（滝山城跡の遺構の景観回復と景観維持活動）   

日付 実施場所（活動時間 9:30～15:00） 

１０／ ６（日） 弁天池周辺ガイドコース整備（9/１５雨天中止の振替） 

１０／２７（日） 大池堤防周辺ガイドコース整備（10/２０雨天中止の振替） 

１１／１７（日） 弁天池周辺（下草刈り、景観維持） 

１２／１５（日） 弁天池周辺（下草刈り、景観維持） 

 

２．滝山城跡見学会と滝山城跡ボランティア・ガイド 

日付 内容 主催または依頼者 参加者 

１１／ １(金) 滝山城跡見学会のガイド 八王子市立加住小中学校・中学部１年生 ３９名 

１１／２８(木) 滝山城跡見学のガイド 埼玉県羽生市史談会 １２名 

１１／３０(土) 滝山城跡見学のガイド 

 

立教大学ＯＢ ５名 

 

 

平成２５年１０月～１２月度の活動 

 

10/6 弁天池周辺ガイドコース整備  10/27 大池堤防周辺ガイドコース整備 11/17 弁天池周辺の作業 

 
11/30 立教大学ＯＢ 11/28 羽生市史談会 
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11/1 八王子市加住小中学校･中学部１年生 



 

  

 

 

 

３．第９回歴史講演会 

１２月１日（日）（14:00～16:４0）八王子市加住市民センター・多目的室で第９回歴史講演会を開催し

ました。第一部は三池純正講師による『のぼうの城と甲斐姫～水攻めはなかった～』、第二部は中田正光講

師による『八王子城と平和空間～平和への請負人・北条氏照～』。最後に質問コーナーを設けました。 

今回の講演会は『戦国の城は民衆の危機を救った～関東王国の平和を求めた八王子城主北条氏照～』の出

版記念とし、当日発行された新刊書４３冊を会場内で頒布しました。また、『よみがえる滝山城』、『滝山城

戦国絵図』や、三池純正講師の著書なども頒布しました。 

当日は、一般参加者７７名、会員２８名、関係者３名の計１０８名で、会場は満席となりました。講演終

了後に参加者から回答をいただいたアンケートも高い評価を受けました。 

講演資料の製本、会場設営、会場案内、書籍頒布など多くの会員の方のご協力により第９回歴史講演会は

無事終了いたしました。 

 

 

 
中田正光講師の講演 三池純正講師の講演 
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会場は満席になりました 

市外からも多くの方が来場されました 甲冑姿の武将が新刊書を勧めます 
入口では甲冑姿の原田さんがお出迎え 

第９回歴史講演会アンケートの結果の要約です （回答 一般参加者７７人中５６人） 

・今回の歴史講演会の講演内容は、いかがでしたか？ 

 大変良かった：２２人 良かった：３４人 あまり良くなかった：０人 良くなかった：０人 

・今回の歴史講演会の運営はいかがでしたか？ 

 大変良かった：１４人 良かった：４１人 あまり良くなかった：1 人 良くなかった：０人 

・次回の歴史講演会に、何か要望などがありますか？ 

 ・広い駐車場が確保できる場所でやってほしい ・会場への足が大変 ・忍城の水攻めのように定説と相違 

 のある事例を ・滝山城跡の状況を ・八王子城に関する続編を希望 ・八王子城のつくりを詳しく ・高

月城、片倉城などのテーマで ・八王子城と滝山城以外の八王子市内の城について詳しく知りたい ・北条

氏の築城技術について ・北条氏五代に関して ・北条氏照の人間性 ・中世の八王子の歴史を深堀り ・ 

街道、古道などをテーマに ・中田先生の講演が面白いので次回も 

・今まで滝山城跡に来たことがありますか？ 

 来たことがある：４８人 来たことがない：５人 機会があれば来てみたい：３人 

・滝山城跡群・自然と歴史を守る会を知っていますか？ 

 知っている：３０人 知らない：２６人 

・今回の歴史講演会を、なにで知りましたか？（複数回答可） 

 ホームページ：６人 チラシ・ポスター：２３人 新聞：６人 友人・知人：１６人 タウン紙など：８人 

回答者について 性別 男性：４５人 女性：１１人 

年齢 ２０歳未満：0 人 ２０歳以上４０歳未満：6 人 ４０歳以上６０歳未満：1３人 

  ６０歳以上７０歳未満：２２人 ７０歳以上：１５人 

住所 八王子市内：２７人 多摩地区：１２人（昭島市､日野市､町田市､国分寺市､西東京

市）  ２ ３ 区内：８ 人（練馬区 ､ 杉 並区 ､ 世田谷区 ､ 品 川区 ､ 大 田区 ）                  

東京都外：９人（横浜市､川崎市､相模原市､新座市､千葉市､三重県津市）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

神戸山法泉寺の開基は、戦国時代の相模当麻宿の大商人・関山氏と伝わり、関山氏は水陸を介した流通に
関わっていたことから、神仏を通じて宿町の繁栄と宿住民の平和を祈願したものと思われます。由井野城は、
由井氏居館があった背後の山で、由井氏居館の一部であった可能性があります。北条氏照は八王子城築城に
際し、関山氏が管理・運営していた町場空間を強固な惣構の中に取り込んで町場と商人・職人達を保護する
とともに、武蔵と甲斐を結ぶ案下道とその渡河地点を抑えるために、由井野城を築いたものと考えられます。 

４．城郭学習会 
第２回城郭学習会は、好天に恵まれた１１月２４日（日）に１７名が参加して八王子市内の城跡などを見学

しました。神戸山法泉寺（大楽寺町）～由井野城（弐分方町・西寺方町）～小田野城（西寺方町）～深澤山心

源院（下恩方町）～八王子城搦め手周辺（下恩方町）～案下道の北浅川渡河地点（西寺方町）を見学しました。 

心源院は、開基は大石道俊と伝えられ、戦国時代には北条

氏照などの帰依を受けて繁栄し、また武田信玄息女・松姫が

出家した寺として知られています。心源院は八王子城の外郭

を構成していて、相州道に向けた巨大な土手や本堂裏手の土

塁と堀跡など、境内は城構えであったことがわかります。 

八王子城の搦め手から分岐を右に進むと、青龍寺跡と呼ば

れる遺構の先に清龍寺滝があり、道はここで行き止まりにな

ります。滝の水量はごくわずかですが、圏央道の地下トンネ

ル工事の影響かも知れません。 

青龍寺滝の周辺は切り立った崖となっていて平場が確保

できる場所は限られていますが、この滝から流れる沢沿いは、

領民の避難場所と考えられます。 

 
神戸山法泉寺の山門前 

八王子城・青龍寺滝 

小田野城の池（手前）と堤（後方）の遺構 

心源院本堂裏手に残る土塁跡 高さ 10ｍ程の心源院境内の巨大な土手 

 

由井野城本丸 由井野城の西端を区切る堀切 
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八王子城搦め手から青龍寺滝への分岐点 

小田野城は八王子城の外
郭を構成し、相州道と案下
道を抑える地点にありま
す。この城跡は昭和 54～
55 年に都道建設に伴う発
掘調査で池跡などの城郭
遺構や遺物が発見された
ため、工事はトンネル方式
に変更され、昭和５８年に
国史跡八王子城の一部と
して追加指定されました。 

紅葉の小田野城本丸での集合写真 
 

１２．平成２５年１１月～平成２６年１月の活動予定             （平成 25 年１０月

３１日現在）   
日付 時間 活動 内容など 

11 月１日（金） 9：20～１１：２０ 滝山城見学のボランティア・ガイド 
八王子市立加住小中学校・ 

中学部一年生 

11 月４日（月） 10：00～１５：００ 
「自然体験講座（滝山城跡の自然観察

と歴史探訪）」のボランティア・ガイド 

八王子市北部地区環境市民会議 

主催 

11 月 17（日） 9：30～１5：0０ 定例活動（景観維持） 弁天池・周辺その２ 

11 月 2４日（日） ９：００～ 第２回城郭学習会 由井野城、小田野城他 

12 月 1 日（日） 13：30～１6：４０ 第９回歴史講演会 会場 八王子市加住市民センター 

12 月 1 日（日） 1７：30～ 第１回臨時総会 会場 八王子市加住市民センター 

12 月 1 日（日） 18：３０～2１：００ 忘年懇親会 会場 「割烹 志村屋」 

12 月 15 日（日） 9：30～１5：0０ 定例活動（景観維持） 本丸西・出丸周辺 

1 月 19 日（日） 9：30～１5：0０ 定例活動（下草刈り。景観伐採） 場所 未定 
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日付 時間 活動 内容など 

2 月 ２日（日） ８：０0～１８：００ 第３回城郭学習会 小田原城・石垣山城 

2 月 16 日（日） 9：３０～１５：００ 定例活動（下草刈り、景観伐採） 小宮曲輪南・竹林 

3 月 ８日（土） １３：００～１６：３０ 
「お父さんお帰りなさいパーティ

ー」の出店 

ＮＰＯ法人八王子市民活動協議会主

催 

3 月 16 日（日） 9：３０～１５：００ 定例活動（景観維持） 見学ルートの点検整備 

3 月３０日（日） １０：００～１５：0０ 滝山城跡・自然と遺構見学会 滝山城跡群･自然と歴史を守る会主催 

 

６．その他 

(1)第１回臨時総会を開催 

  １２月１日（日）１７：1０より八王子市加住市民センター・多目的室にて第 1 回臨時総会を開催しま

した。『第５号議案「戦国の城は民衆の危機を救った」の出版費用の借入について』は討議の結果、承認さ

れました。 

(2)忘年懇親会を開催 

１２月１日（日）１８：３０より「割烹 志村屋」（八王子市中野上町）にて忘年懇親会を行いました。 

(3)滝山観光検討会が終了 

八王子市が、滝山地域の観光振興のために設置していた「滝山観光検討会」は、１０月１１日（金）に

最終の会議を行い、審議を終了しました。会議における『滝山地域における観光構想』をまとめた報告書

「八王子滝山エリア 観光ヂカラ強化構想」が１１月１５日（火）に市長に提出されました。 

５．『戦国の城は民衆の危機を救った』を発行しました。 

 

領民守った八王子城 解説  城郭研究家・中田さん出版 

八王子市在住の中世城郭研究家、中田正光さん（６７）が、「戦国の城は民衆の危

機を救った」（揺籃社）を出版した。領主は税をとる代わりに領民の安全や農耕を保

障する責任を負っていたという観点から、同市などに存在した城が担った公共的な役

割を分析している。 

戦国時代、合戦があると領主の城が領民の避難場所になっていたことが、従来の研

究で知られている。中田さんは本書で、八王子城では領民を守るため、北浅川と南浅

川を延長１０キロを超す長大な堀と見立て、町ごと囲う「惣構」が築かれていたと論

じた。また、八王子城や勝沼城（青梅市）などに築かれた池や堤防を例に、城には領

民の農耕を保障するための役割があったと再評価している、 

中田さんは戦国時代の城について多数の著作を発表してきた。本書の構想は、戦乱

に翻弄されつつもたくましく生き抜く民衆を描き出す藤木久志・立教大名誉教授の研

究に刺激を受けて生まれた。「これまでは領主の視点で研究してきたが、民衆の視点

から再考すると多摩の城も違って見えてくる」という。 

出版はＮＰＯ法人「滝山城跡群・自然と歴史を守る会」が企画した。 

四六判２０８ページ、１５００円（税別） 

『戦国の城は民衆の危機を救った ～関東王国の平和を求めた八王子城主北条

氏照～』を１２月１日に発行しました。 

新刊書はメディアでも取り上げられており、平成２５年１２月１０日（火）の読

売新聞地域欄や平成２６年 1 月１７日（金）のタウン紙の東京新聞ショッパー（八

王子・日野版）に紹介記事が掲載されました。 

平成２５年１２月１０日（火）の読売新聞地域欄の記事を下記に掲載します。 

７．平成２６年２月～３月までの活動予定                             （平成２６年１月２６日現在） 

 


